
 

 

令和４年度モニタリングシート 
【施設名等】 

施 設 名 大洲市立大洲学園 位 置 大洲市市木１００５番地１ 

指定管理者名 社会福祉法人大洲育成園 所管課 大洲市社会福祉課 

 

【施設の概要】 

設置年月日 
 

昭和６０年４月１日 構 造 

本館   鉄筋コンクリート２階建 

指導棟 鉄筋コンクリート平屋建 

作業棟 鉄骨スレート葺平屋建 

設置目的 

障がい者がその有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活又は社

会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスその他の支

援を行い、もって福祉の増進を図る。 

施設機能 
第１部…（定員）生活介護４０人 施設入所支援４０人 

第２部…（定員）生活介護３０人 施設入所支援３０人 

利用料金等 

大洲市立大洲学園条例第９条及び 

大洲市立大洲学園条例施行規則第２条のとおり 

（所得に応じた負担上限月額及び食事の提供に要する費用等の実費） 

開館・閉館 年中無休 

指定管理 

業務内容 

障害者総合支援法に規定する指定障害福祉サービスの提供 

（生活介護サービス、施設入所支援サービス） 

施設管理 

体制 

総合施設長１名（大洲育成園施設長との兼務） 

次長兼主任指導員１名、サービス管理責任者２名、生活支援員２６名 

看護師２名、管理栄養士１名、事務員２名、嘱託医２名 

<令和５年３月３１日時点> 

 

【施設利用者延べ人数】                       単位:人 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

R4 年度 1,815 1,874 1,830 1,872 1,841 1,770 

R3 年度 1,950 2,015 1,950 1,973 1,943 1,881 

比 較 △135 △141 △120 △101 △102 △111 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

1,829 1,770 1,829 1,829 1,639 1,813 21,711 

1,922 1,860 1,922 1,922 1,682 1,863 22,883 

△93 △90 △93 △93 △43 △50 △1,172 

 

【指定管理者としての収入・支出（決算）】               単位:円 

収入内訳 収入金額 支出内訳 支出金額 

指定管理料 0 人件費 155,038,194 

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業収入 231,919,489 事業費 41,749,655 

利用料金 38,404,146 事務費 43,335,209 

受取利息配当金収入 727 固定資産取得支出 2,724,410 

その他 173,684 積立資産支出 41,111,020 

積立資産取崩収入 1,111,020   

合 計 271,609,066 合 計 283,958,488 

 

 

 



 

【サービス向上に向けた取り組み】 

R4 年度 

新たに虐待防止・身体拘束適正化委員会を設置し、年間計画に基づき研修を実施した。 

 仕様書に基づき、大洲学園版の支援マニュアルの作成を行った。マニュアルには、勤務別で想定

されるリスク、安全管理・緊急対応等を盛り込み、統一的な支援及びより質の高いサービスの提供

を目指し、冊子を全職員へ配付した。 

恒例の夜市・盆踊り大会が、コロナ禍により中止したことに伴い、代替行事として、ウォークラ

リー大会や保護者会の支援による花火の打上げを実施した。 

利用者の社会参加促進を図るため、愛媛県が推進する「愛顔 e スポーツモデル施設」に参画し、

ゲーム機本体を購入した。また、食品に対する品質や安全、味の向上に寄与する目的で、ブラスト

チラー（急速冷却を行う調理機械）を設置した。 

職場への定着率を高め、より質の高いサービスを提供できるよう職員の処遇を改善した。 

R3 年度 

従業員に対しては、虐待防止・身体拘束の見直しに向けて、講師を招いて研修会を実施するとと

もに、年間研修計画に沿って、各種研修会への参加により、育成に努めた。  

コロナ禍にあって日常生活に自粛を強いられる中、食育を中心とした様々なイベントや市内飲

食店応援企画を兼ねたデリバリー食を実施し、利用者の満足度向上やストレス解消に繋げた。  

利用者の快適な生活環境整備のため、厨房へ製氷機・湯沸かし器の設置、消防受信機設備の移設、

洗濯機更新、カラオケ機器の購入、自動販売機の設置を行った。  

仕様書に基づき、福祉サービス第三者評価を初めて受審した。事前に職員間で自己評価を行うこ

とで現状を把握し、指摘のあった評価結果を確認し、改善に取り組んでいる。  

大洲学園保護者の代表者１名を法人の理事に、また別の代表者１名を評議員に登用し、施設運営

において、要望や意見が出やすくする体制づくりにも取り組んだ。 

 

【利用者から要望と対応状況】 

利用者からの苦情・要望等 利用者からの苦情・要望への対応 

○サービス相談日の開催３回（９月、１月、３月） 

 

 

 

○利用者会議の開催 １２回（４月～３月） 

…「生活」、「食事」、「行事」などについて、利用者

の意見聴取をする機会の場を提供し、要望等を聞く

ことができた。 

 

 

○利用者対象の満足度調査の実施（１月） 

 

○苦情箱の設置 苦情・要望なし 

・職員に対する不満２件、利用者間トラブル１件。サー

ビス相談以外で、利用者間トラブル１件、設備問題１件。

それぞれ解決責任者、受付者において対応し、解決済。 

 

・担当支援員が本人預り金において買物代行を実施。 

・班別レクリエーション（バス遠足）を２回実施、大洲

育成園合同ソフトボール大会を１０月実施。 

・食事メニューの要望は、管理栄養士が中心となり、バ

ランスの取れた食事を提供している。 

 

・施設の構造や設備に、不満を持っている利用者がやや

多い状況であり、可能な限り修繕等を行っている。 

 

【指定管理者の自己検証】 
１．仕様書に基づいて事業を実施し、当初事業計画を概ね遂行できた。 

２．新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な行事が中止となる中、利用者の心理的ストレスは、多々伺えた。

その中で、衛生面に万全を期して、班別レクリエーション(バス遠足)、ソフトボール大会、クリスマス大会等の実

績が残せた。また、作業棟や訓練棟を日々利用することを定着化することで、課題であった生活居住空間と日課

作業空間との差別化を図ることができたのは大きな成果であった。 

３．施設の老朽化が目立つ中、利用者の快適な生活環境整備のため、活動箇所の点検及び修繕を行った。また、こ

れまで利用者や家族から要望があり、また、昨年度福祉サービス第三者評価でも指摘のあった施設の建替えにつ

いては、全面改築に向けた委員会を設立したものの進捗が諮れなかったことは、今後の課題である。 

４．令和３年度から継続しているクラブ活動では、カラオケや e スポーツを週１度実施して、利用者から好評を

得ている。 

５．定期発行する広報誌「ふれあいだより」や社会福祉法人大洲育成園ＨＰを通して適時情報発信・公表できた。

大洲学園開園６０周年記念誌については、音と映像で残すＤＶＤに変更し、市長等の協力を得て、それぞれの思

いを形にして、関係者へ配ることができた。 

 

【施設所管課の検証・評価】 
協定書や仕様書に基づき適切な管理運営が行われている。老朽化が目立つ施設の修繕や新しい機器の設置等に

より快適な生活環境が提供されている。また、衛生面に気を遣いながらバス遠足やソフトボール大会などの実施

やクラブ活動（ｅスポーツなど）の開催により、利用者のストレス緩和を図っている。 

 新たに虐待防止・身体拘束適正化委員会の設置及び研修を実施し、日々職員の育成に努めており、引き続き職

員間の情報の共有及び連携並びに安全管理を心がけていただきたい。  

 福祉サービス第三者評価や日頃の取組みの情報発信など、開かれた施設運営が行われており更なるサービスの

向上を期待している。 


